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論
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大

和

冨

穴

師

郷

と

巻

向

川

筋

の

水

利

誘

造
野

昌一市

」二-~白

‘オー

崎

は
じ
め
に

中
世
後
期
の
郷
村
制
の
展
開
は
惣
付
結
合
を
強
化
し
.
荘
園
体
制
の
支
配
を

次
第
に
排
除
し
た
。
村
落
は
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
地
域
的
ま
と
ま
り
を
権
保
し
て
白

立
す
る
た
め
に
守
護
神
を
定
め
た
が
、
水
利
や
林
野
等
の
共
同
体
的
権
設
を
共

通
に
す
る
と
こ
ろ
で
は
連
合
体
制
を
と
る
必
要
が
あ
り
‘
村
溶
を
連
ね
て
郷
の

(i) 

守
護
神
を
妃
っ
て
郷
付
の
共
同
意
識
を
た
か
め
た
。
水
津
一
朗
は
こ
れ
を
基

礎
地
域
の
連
合
で
あ
る
と
し
‘
そ
の
範
囲
は
原
則
的
に
は
一
一
次
的
生
活
空
間
で

(え

あ
る
と
述
べ
て
い
る

大
和
国
穴
部
郷
ば
穴
師
坐
兵
主
神
社
の
宮
郷
在
中
伎
と
し
.
水
郷
・
山
間
叫
の

村
落
各
社
会
集
団
の
枠
組
が
そ
の
上
に
地
域
的
に
案
積
し
、
統
一
が
も
た
ら
さ

れ
て
き
た
い
わ
ば
そ
れ
自
体
、
隆
史
的
地
域
で
あ
る
。
本
稿
は
こ
ー
れ
ら
の
一
う
ち

水
郷
を
と
り
あ
げ
、
現
存
す
る
史
料
と
今
臼
残
る
慣
行
を
と
お
し
て
水
利
集
団

形
成
の
笠
史
的
、
地
理
的
背
景
と
そ
の
時
代
的
変
遷
.
さ
ら
に
水
利
時
間
志
の
地

域
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
明
ら
か
に
す
る
中
で
、
他
の
社
会
集
団
で
あ
る
宮
郷
・
山

郷
と
の
関
連
す
な
わ
ち
郷
全
体
の
中
に
お
い
て
水
郷
が
い
か
な
る
か
か
わ
り
方

を
し
て
い
る
か
の
問
題
に
及
ぼ
う
と
考
え
た
o

は
ほ
返
の
吉
野
川
分
次
に
よ
る
浮

水
や
住
宅
地
化
に
と
も
な
う
水
田
乃
漬
療
に
よ
っ
て
過
去
の
用
水
不
足
は
が

A

し
、
そ
の
た
め
歴
史
的
な
水
利
構
造
も
次
官
巾
に
変
化
を
来
た
し
て
き
た

f

し
た

が
っ
て
こ
の
際
・
失
な
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
水
利
慣
行
等
を
い
さ
さ
か
で
も
記
録
に

と
ど
め
て
お
く
こ
と
も
ま
た
あ
な
が
ち
無
意
味
で
は
な
か
ろ
う
と
考
え
た
。

こ
の
地
域
の
水
利
に
隠
し
て
は
宝
丹
圭
吾
乏
中
村
士
口
治
(
斗
)
の
「
大
乗
涜
寺
社

す
)

v
、

維
事
記
」
を
引
用
し
て
の
中
世
瀧
況
は
史
に
関
す
る
研
究
や
萩
時
四
竜
夫
の
水
平
小

と
宮
座
の
関
係
を
論
じ
た
研
究
が
あ
る
。
さ
ら
に
「
大
三
輪
町
史
』
の
中
に
は

(

6

)

(

7

)

(

8

)

 

秋
、
水
政
孝
・
平
井
良
羽
・
堀
内
義
隆
の
研
究
が
含
ま
れ
て
い
る
。
筆
者
は
こ

れ
ら
既
往
の
研
究
を
ふ
ま
え
な
が
ら
新
ら
だ
に
実
地
調
査
に
よ
っ
て
得
た
結
果

歴
史
地
理
学
的
側
面
か
ら
こ
の
間
還
に
考
察
を
加
え
た
い
と
思
う
。

を
統
合
し
‘

二
、
地
域
。
概
観

大
和
一
口
司
r
ほ
・
金
剛
山
地

J

竜
門
山
地
等
・
周
辺
の
山
地
か
ら
奈
良
盆
地
に
流

下
す
る
河
川
は
い
ず
れ
も
乏
水
性
の
短
小
河
川
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
河
川
は
山

縫
に
い
ず
れ
も
そ
れ
ぞ
れ
小
規
模
な
一
扇
状
地
を
形
成
し
.
一
関
央
部
の
水
沼
化
は

一
泊
頂
部
に
お
け
る
本
流
か
ら
の
分
水
に
依
存
し
て
い
る
。
乏
し
い
水
量
を
効
率

的
に
利
用
す
る
に
は
ど
う
し
て
も
番
水
制
獲
を
と
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
葛
城
扇
状

地
(
乏
を
代
じ
め
楢
沼
通
鹿
野
圏
立
そ
れ
に
兄
川
扇
状
地
(
認
で
は
い
ず
れ
も
そ
れ

ぞ
れ
特
色
あ
る
毒
水
制
度
が
落
立
し
て
い
た
。
本
橋
が
と
り
あ
げ
よ
う
と
す
る

き
向
川

(
纏
向
川
・
穴
部
川
・
穴
瀬
川
)
も
ま
た
そ
う
し
た
短
小
河
川
の
一
つ

で
.
こ
こ
に
お
い
て
も
国
布
の
番
水
制
受
が
と
ら
れ
て
き
た
。

完
治
同
川
の
水
一
僚
は
準
向
山
と
三
輪
山
に
ま
た
が
り
、
そ
の
集
水
流
域
面
積
は

約
四
・
四
日
千
万
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
う
ち
さ
向
山
科
一
到
二
一
・
二
八
平
方
キ

ロ
メ
ー
ト
ル

一
二
一
半
ー
万
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で

そ
の
比
率
は

二
輪
山
川
尚
一
由

ト
ー
レ
、
/
 

一
扇
状
地
は
一
鼠
頂
部
で
標
高
一
二
五
メ

l

ね

ぎ

西
北
両
方
向
に
平
均
勾
配
一
一
四
一
切
の
緩
傾
斜
を
し
て
い
る
。
南
は
称
宣

ほ
ぽ
二
一
対
一
と
な
っ
て
い
る
(
問
l

)

C
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1 L， 

丘
援
に
よ
っ
て
扇
状
地
の
兎
達
が
庖
ば
ま
れ
、
扇
状
地

而
桔
は

(
U
-
閉
じ
一
心
「
万
千
戸
メ
ー
ト
ル
に
す
ぎ
な
い
っ

現
在
の
会
均
川
は
称
宣

町
ム
口
池
心
下
を
開
析
し
な
が
ら
お
明
日
附
し
て
寓
民
力
一
向
に
流
れ
て
い
る
が

ffJ 

J友

部
に
は
北
西
方
向
に
む
か
う
目
立
川
路
と
お
ぽ
し
き
耕
地
割
や
そ
れ
ら
の
閣
に
は

徴
吉
岡
地
が
見
ら
れ
る
。
徴
高
地
は
修
容
さ
れ
て
吉
山
地
と
も
な
り
邑
土
地
利
用
に

変
化
を
主
た
A

り
し
て
い
る
。
古
代
の
山
辺
道
一
は
巻
野
内
集
藩
か
ら
南
、
箸
中
の
中

一
日
一
内
住
吉
涯
を
お
一
げ
ろ
と
考
え
ら
れ
、
古
く
か
ら
の
開
発
地
域
で
あ
る
こ
と
を
物

語
っ
て
い
る
。
昭
和
四
六
包
二
九
七
こ
か
ら
四
七
年
に
か
け
て
行
な
わ
れ
た
纏

巻向山と六民主平i或

向
遺
跡
の
発
掘
調
査
で
は
太
田
集
落
の
北
方
に
古
墳
時
代
前
期
と
奈
良
・
平
安

(日)

時
代
の
も
の
と
忍
わ
れ
る
こ
拐
の
旧
河
道
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る

明
お
二
三
年
(
一
八
八
九
)
の
町
村
制
強
行
に
よ
っ
て
穴
抗
郷
法
三
輪
郷
刀

え

っ

ぷ

ん

ぜ

江
・
霊
前
・
豊
田
と
と
も
に
纏
向
付
に
.
三
輪
郷
の
う
ち
芝
・
箸
中
・
茅
原

ー一つ
ー

九
五
五
)
‘
大
三
輪
町
を
湾
成
し
た
後
、

と
も
に
昭
和
一
一
一

O
年
(
一

昭
和
三
八
年
(
一
九
六
一
一
一
)
、
桜
井

-
大
泉
・
大
商
は
織
田
村
に
そ
れ
ぞ
れ
一
編
入
さ
れ
.

国 1

い
刊
に
潟
、
へ
さ
れ
た
。
ハ
吋
rfp
一
二
戸
市
は
後
一
去
退

a百
襲
短
命
凌
(
箸
苦
耳
石
)

-真一京一待天

自
立
十
陵
‘
雲
行
天
皇
浸
等
、
古
衣
が
多
く
古
代
文
化
の
中
心
で
そ
の
景
観
は
山
の

辺
一
風
致
地
区
・
三
輪
山
の

致
地
区
・
石
上
三
輪
保
存
区
域
・
出
一
市
神
景
行
天

自
主
稜
特
別
保
存
地
区
・
二
一
輪
山
特
別
保
存
地
反
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
c

一銭

光
山
山
辺
道
は
(
八
羽
曳
落
か
ら
翠
自
由
6

の
南
大
合
集
落
を
経
て
二
一
輪
山
商
議
を
め
ぐ
り
‘

行
楽
の
季
節
に
は
ハ
イ
カ
'
ー
に
よ
っ
て
賑
わ
い
を
み
せ
て
い
る
。
返
世
の
上
街

活
一
に
沿
っ
て
形
成
さ
れ
た
街
道
集
結
倍
付
汁
一
は
そ
の
後
の
国
鉄
桜
井
線
や
主
要
地

万
送
天
理
桜
井
殺
の
詞
通
に
と
も
な
っ
て
こ
の
地
方
に
お
け
る
中
心
的
集
溶
を

弁
明
し
て
い
る
。
ゑ
近
、
送
局
駅
間
方
に
は
住
宅
団
地
も
建
設
さ
れ
.
次
第
に
地

域
的
支
況
を
来
た
し
つ
つ
あ
る
。
「
江
世
ム
ハ
中
間
制
一
一
一
明
よ
り
富
十
谷
の
池
名
が
物
語
る
よ



う
に
.
巻
向
川
や
そ
の
分
水
に
沿
っ
て
多
く
の
水
車
が
設
け
ら
れ
‘
と
く
に
紡

績
・
製
粉
・
米
矯
の
動
力
源
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
草
。
近
代
に
入
っ
て
水

車
工
業
が
衰
退
す
る
と
.
代
っ
て
ミ
カ
ン
栽
培
が
始
ま
っ
た
。
ん
八
師
ミ
カ
ン
の

名
が
あ
る
こ
の
地
方
の
ミ
カ
ン
の
起
源
に
関
し
て
は
明
ら
か
で
な
い
が
‘
幕
末

(話。

に
は
す
で
に
栽
培
さ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
る

.-
ノ、

師

郷

穴
師
の
地
名
は
垂
仁
紀
に
穴
磯
邑
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
。
穴
師
坐
兵
主
神
社

は
穴
瀬
明
神
と
呼
ば
れ
・
こ
れ
を
中
心
に
中
世
後
期
以
来
、
式
上
郡
辻
・
太
田

は
つ

p

ひ
が
い
だ
ま
め
ζ

し

-
草
川
・
備
後
・
初
利
・
穴
師
・
東
出
・
大
豆
越
の
八
村
が
宮
郷
と
し
て
の
穴

師
郷
を
形
成
し
て
き
た
。
穴
幅
削
坐
丘
八
主
神
社
は
和
泉
の
宮
小
路
(
泉
大
津
市
)

に
鎮
座
す
る
そ
れ
よ
り
も
古
く
、
弓
月
岳
(
巻
舟
山
)
に
い
た
漢
人
が
現
在
の

上
社
に
記
っ
て
い
た
兵
主
神
を
下
社
と
呼
ぶ
現
在
地
の
穴
繭
神
社
に
と
り
入
れ

ーー一一水蝿

ー一・ー『宮蝿

ーー・ーー山郷

郷

-・・・司 会村

~，州
4¥{ 

穴締

1 太田

2 d: 

3 草川

4 初手'I

5 儀後

6 穴師

?っ;;:E.躍

8 東E

9 ::;t控t. 樹量

1G iii暗 li!; 明治初写会村

川 署中

12 芝岩E

図之

l辻太田

て
、
穴
師
坐
兵
主
神
社
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
は
弘
仁
(
八

一
0
1
二
四
)
か
ら
天
安
(
八
五
七

l
五
九
)
の
間
に
か
け
て
の
時
代
で
あ
る

マ

)

者

一
考
え
ら
れ
て
い
る
。
「
{
八
師
大
明
神
之
儀
往
古
よ
り
郷
中
老
長
年
預
支

配
之
宮
」

3
は
宮
座
に
よ
り
郷
結
合
を
は
か
り
、
郷
民
の
精
神
的
紐
帯
と
し
て

の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
ま
た
こ
れ
ら
老
長
年
預
は
宮
郷
と
し
て
の
祭
礼
を

掌
る
の
み
で
は
な
く
、
入
会
山
の
管
理
や
水
利
の
支
配
を
も
処
理
し
て
き
た
。

穴
師
郷
ば
北
の
伊
射
奈
岐
神
社
〈
天
満
神
社
)
を
中
心
と
す
る
柳
本
郷

3
・
南

{辺・

の
大
神
大
物
主
神
社
を
中
心
と
す
る
三
輪
郷
湿
の
村
墨
坐
弥
富
都
比
売
神

社
を
中
心
と
す
る
森
墨
郷
亙
と
と
も
に
現
在
も
そ
れ
ぞ
れ
地
域
住
民
の
生
活
の

中
に
生
き
て
い
る
。

辻
・
太
白
・
草
川
・
備
後
・
初
利
・
穴
師
・
東
図
。
大
豆
越
の
八
村
に
式
下

ひ

2

2

郡
槍
垣
を
加
え
た
山
郷
は
巻
向
川
の
水
源
.
巻
向
山
(
四
六

O
町

八

反

歩

)

3 -

に
入
会
権
を
有
し
て
い
た

(図
2
)

。
奈
良
盆
地
周
縁
に
は
こ
の
よ
う
な
数
か

村
持
の
入
会
山
が
多
く
、
村
落
共
同
の
稼
・
刈
教
・
燃
料
の
採
取
地
と
し
て
利

用
さ
れ
て
き
た

2
0
そ
の
起
源
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
郷
村
制
展
開

の
過
程
に
お
い
て
地
域
的
枠
組
を
固
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。
櫓
垣
が
山
郷
に
加

っ
た
背
景
に
つ
い
て
は
中
世
末
期
、
名
主
与
三
郎
が
羽
津
塁
井
庄
の
沙
汰
人
と

な
っ
て
、
村
下
支
配
に
関
与
し
た
こ
と
が
国
縁
と
な
り
、
農
業
経
営
に
必
要
な

野
山
を
沼
町
た
こ
と
に
よ
る
と
推
定
さ
れ
、
天
正
一
七
年
(
一
五
八
九
)

(与

を
得
て
い
る
。
二
一
輪
郷
の
箸
中
に
は
治
活
一
が
山
郷
に
加
力
る
以
語
、
入
会
権

に
権
利

を
ム
旬
、
し
て
い
た
と
の
伝
承
が
あ
り
‘
水
利
の
関
係
か
ら
み
て
必
ず
し
も
無
視
で

き
な
い
も
の
の
よ
う
に
も
思
え
る
。
巻
向
山
は
寛
文
一
二
年
(
一
六
七
二
)
.

九
村
で
山
割
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
全
国
的
に
山
割
の
発
生
年
代
は
慶
安
(
一

に
か
け
て
と
み
ら
れ
‘

六
回
八

t
五
二
)
か
ら
元
禄
(
一
六
八
八

J
一
七

O
四
)
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大
和

D
山
割
は
比
較
的
早
期
に
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
抱
摘
さ
れ
て
い
る

原
初
的
に
は
総
有
で
あ
っ
た
入
会
山
も
時
代
と
と
も
に
濫
伐
に
よ
っ
て
林
野
の

荒
廃
を
来
た
し
‘
洪
水
の
お
そ
れ
も
多
か
っ
た
の
で
林
野
保
護
や
治
水
の
立
場

か
ら
山
割
の
必
要
が
生
じ
た
。
山
割
以
前
か
ら
も
各
村
の
山
持
分
は
鎌
数
を
単

位
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
山
手
米
を
負
担
し
た
(
答
。
山
割
は
村
別
割
(
大
分
ケ
)
の

み
な
ら
ず
戸
別
割
(
小
分
ケ
)
も
行
な
わ
れ
た
が
、
「
山
滋
代
売
買
仕
候
共
山

郷
三
向
売
買
仕
他
所
江
、
一
円
売
申
請
敷
事
一
宮
と
定
め
ら
れ
‘
私
土
刊
を
意
味
す

る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
辻
村
に
山
庄
屋
が
置
か
れ

「
辻
村
検
地
経
』

宝
)
に
は
全
体
が
辻
村
の
草
山
と
し
て
記
載
さ
れ
た
。
地
租
改
正
に
際
し
て
辻

村
の
飛
地
と
な
っ
た
巻
向
山
は
今
日
も
大
字
辻
の
地
籍
に
引
き
つ
が
れ
、
山
郷

組
合
も
辻
に
置
か
れ
て
い
る
。

巻
向
川
の
分
水
を
受
け
る
辻
・
太
田
・
十
字
川
・
備
後
・
初
利
・
穴
院
の
六
村

t

t
民

!円マT
之主

}
}
右
筆
二
t

h
w
+
(

一

五

婆
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は
水
郷
を
形
成
し
、
そ
の
枠
組
は
今
日
も
変
化
が
な
い
。
山
郷
の
悔
い
泊
一
は
も
ち

ろ
ん
宮
郷
の
東
田
・
大
一
旦
越
は
と
も
に
除
か
れ
、
守
口
跡
・
山
批
・
水
郷
の
範
囲

- 4ー

持ぽ

"" 
向誕

は
必
ら
ず
し
も
一
致
せ
ず
、
そ
の
た
め
逗
世
、
村
落
置
に
種
々
の
争
論
を
惹
起

井明
、市

理
苧

し
た
。
巻
向
川
の
水
利
は
後
述
す
る
よ
う
に
「
所
詮
三
輪
部
与
穴
師
郷
ニ
下
行

河
ナ
リ
」

3
と
し
て
む
し
ろ
三
輪
郷
の
箸
中
、
芝
(
岩
田
)
と
の
関
係
が
品
怖
い

さ
ら
に
中
世
後
期
に
は
巻
向
川
の
水
は
大
田
庄
・
羽
津
塁
井
庄
・
草
川
庄
・
岩

国
産
・
院
入
庄
・
箸
中
庄
の
ほ
か
出
雲
症
に
及
ん
で
い
た
(
迎
。
出
雲
庄
は
渡
辺

L
(お)、

澄
夫
の
研
究
に
よ
れ
ば
現
在
の
江
包
一
帯
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ

/戸『¥

延

今
日
の
巻
向
川
の
配
水
範
囲
を
越
え
て
西
に
及
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ

れ
は
箸
茎
の
田
崎
濠
を
拡
張
し
た
と
思
わ
れ
る
大
池
(
現
在
も
芝
・
東
田
の
立
合

に
い
っ
た
ん
貯
水
さ
れ
た
水
が
導
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

/也

i!iJ 

a.r/ 

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
水
郷
は
宮
概
・
山
郷
に
比
し
て
河
川
の
流
下
等
の
自
然
的



条
件
か
ら
優
先
す
る
地
域
的
枠
組
と
し
て
形
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
融
通
性

を
秘
め
た
実
際
的
効
用
の
先
行
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
水
郷
の
範
囲

に
つ
い
て
は
、
分
水
量
の
絶
対
量
が
少
な
い
た
め
時
代
と
と
も
に
、
水
稲
耕
作

に
必
要
な
最
低
限
の
水
量
を
確
保
す
る
た
め
に
も
配
水
地
域
を
狭
め
る
必
要
を

生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
村
落
の
近
世
に
お
け
る
領
主
関
係
は
奈
良
盆
地
全
体
が
そ
う
で
あ
る

よ
う
に
錯
綜
し
て
い
る
。
辻
と
太
田
は
「
大
田
庄
之
内
辻
子
郷
」
宜
・

領
辻
カ
ヰ
ト
」
翠
と
あ
る
よ
う
に
も
と
も
と
一
村
を
な
し
、

「
大
田

(
織
田
氏
)
領
か
ら
蓋
領
に
引
き
つ
が
れ
た
が
.

と
も
に
戎
重
藩

元
禄
一
五
年
(
一
七

O
二
)
お
)

以
前
・
辻
は
直
領
、
太
田
は
津
葱
(
藤
堂
氏
)
領
と
な
っ
た
。
今
日
も
大
字
辻

領
・
太
田
領
の
地
籍
に
交
錯
が
み
ら
れ
る
の
は
分
村
以
前
の
名
残
り
の
た
め
と

受
け
と
れ
る
。
備
後
と
初
利
は
明
治
九
年
(
一
八
七
六
)
、
合
村
し
て
巻
野
内

と
な
っ
た
が
、
近
世
に
は
両
村
領
域
が
交
錯
し
て
い
だ
。
と
も
に
戒
重
藩
か
ら

寛
永
一
六
年
(
一
六
三
九
)
事
以
前
.
備
後
は
芝
村
藩
(
織
田
氏
)
領
(
一
部

柳
本
法
と
の
栂
給
)
、

初
利
は
柳
本
藩
(
織
田
氏
)
領
と
な
っ
た
。
そ
の
他
.

草
川
は
戒
重
藩
領
↓
直
領
↓
津
藩
領
、
穴
師
・
箸
中
・
芝
は
戒
重
藩
鎮
↓
芝
村

蓬
と
引
き
つ
が
れ
た

(表
1
)

1m 

巻
向
川
筋
の
水
利
構
造

巻
向
川
一
議
状
地
の
一
扇
頂
部
に
近
い
小
字
竿
垣
内
付
近
の
大
井
手
に
よ
っ
て
分

水
さ
れ
た
用
水
は
、
本
流
の
北
を
こ
れ
と
平
行
に
二
一
分
一
井
手
に
導
か
れ
る
。

『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
に
「
穴
瀬
川
之
商
エ
流
下
ヲ
.
自
箸
中
井
手
上
之
テ
、

此
水
ヲ
戊
亥
エ
下
也
」
と
あ
る
「
ワ
キ
モ
ト
ノ
井
手
」
は
こ
の
大
井
手
と
考
え

ら
れ
る
草
。
大
井
手
の
起
源
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
扇
央
部
は
こ
の
大
井
手
の

分
水
に
よ
ら
な
け
れ
ば
水
由
化
で
き
な

い
わ
け
で
.
古
代
以
来
の
も
の
と
思
わ

れ
る
。
現
在
、
付
近
に
三
分
一
の
小
字

名
を
の
こ
す
三
分
一
井
手
に
は
深
さ
五

寸
、
溝
幅
を
一
尺
と
二
尺
に
区
切
っ
た

分
水
石
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に

よ
っ
て
穴
師
・
備
後
・
初
利
(
上
郷
)

太
田
・
辻
・
草
川
(
下
郷
)
の

分

用
水
と
箸
中
・
芝
の
三
分
一
用
水
が
分

げ
ら
れ
て
い
る

(
園
3
)

。
こ
の
比
率

は
巻
向
山
斜
面
と
三
輪
山
斜
面
の
集
水

流
域
面
積
の
割
合
に
基
づ
い
て
い
る
と

の
伝
一
求
が
あ
る
が
、
前
述
し
た
よ
う
に

実
際
の
面
積
は
そ
の
よ
う
に
な
っ
て
い

な
い
。
三
分
一
用
水
は
う
ち
二

O
%を

高
田
川
に
分
水
し
て
、
箸
中
領
土
手
の

濯
減
用
に
あ
て
た
後
、
他
は
ふ
た
た
び

い
っ
た
ん
巻
向
川
に
還
水
さ
れ
る
。

分
一
井
手
は

乍
恐
申
上
候

大井手、三分一井手付近の小字

- 5ー

図 3

ま
い
ぶ
く
(
巻
向
)
川
へ
三
輪
山
ノ
水
も
少
出
し
ふ
ん
ぎ
(
分
木
)
も
り
石

に
て
三
分
二
、

三
分
一
に
先
年
わ
か
り
申
候
処
ニ
、

上
に
て
川
を
う
め
水
を

ぬ
す
ミ
候
ニ
付
.
先
年
の
こ
と
く
水
を
と
り
か
へ
は
新
儀
な
る
事
申
之
候
、

順
慶
様
御
代
有
楽
様
之
時
も
新
儀
な
る
事
申
上
候
へ
と
も
、

せ
ん
き
(
先
規
〉



の
と
と
く
に
被
仰
付
候
問
、
御
関
わ
け
被
成
被
仰
付
侯
て
可
夜
下
候
、
川
以

上

寛
永
弐
年
(
一
六
二
五
)
七
司
十
日

才、

El:l 
村

~ 

Jli 
村

御

奉

行

様

、'-l-.

1↓ 

付

ひ
ん
こ
付

は
つ
り
村

あ
な
し
村

(
桜
井
市
辻
‘
辻
政
樹
氏
所
有
文
書
)

の
史
料
に
よ
っ
て
少
く
と
も
一
六
世
紀
後
期
の
筒
井
積
遣
の
時
代
に
は
す
で
に

存
在
し
て
い
た
ζ

と
が
わ
か
る
。

大
井
手
か
ら
約
四

0
0メ
ー
ト
ル
上
流
に
あ

γ

る
水
車
芥
子
は

一
ー
ゴ
ク
の
水

と
呼
ば
れ
る
用
水
を
本
流
か
ら
分
水
す
る
。
こ
の
用
水
は
本
流
の
北
ち
穴
師
山

三
分
一
一
井
子
北
方
・

の
裾
.
箸
中
・
穴
姉
両
領
の
境
界
線
沿
い
に
導
水
さ
れ
、

六
反
四
敏
二

O
歩
の
水
田
を
濯
殺
す
る
た
め
に
あ
て
ら
れ
て
い
た
。
芝
村
落
は

こ
こ
を
籾
種
田
と
し
て
経
営
し
、
非
常
の
際
に
備
え
た
が
、
今
日
で
は
沼
と
な

っ
て
い
る
。

水
車
井
手
の
さ
ら
に
や
や
上
流
に
あ
る
古
屋
敷
(
ブ
ラ
タ
)
井
子
は
用
水
を

本
流
の
南
へ
こ
れ
を
平
行
に
箸
中
、
十
閉
十
谷
信
一
主
洛
の
巧
谷
を
へ
だ
て
た
一
対
山
一
与
の
山

回
四
町
に
導
水
し
‘
と
れ
を
潜
殺
し
て
い
た
。
伝
承
に
よ
れ
ば
寛
永
年
間
二

六
二
四

1
四
四
)
の
水
論
後
、
箸
中
は
こ
の
井
子
を
放
棄
し
、
そ
の
後
永
田
は

山
林
化
し
た
と
い
わ
れ
る
。
今
日
、
ミ
カ
ン
栽
培
の
行
な
わ
れ
て
い
る
階
段
状

の
畑
に
は
か
つ
て
の
水
田
の
面
影
を
と
ど
め
て
い
る
。

番
水
開
始
に
先
立
っ
て
三
分
二
用
水
撮
り
の
水
郷
で
は
用
水
路
の
川
凌
(
井

子
上
げ
)
が
行
な
わ
れ
、
中
古
後
期
に
「
堀
上
」
豆
、
と
呼
ば
れ
て
い
た
行
事
の

継
求
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
「
為
取
替
註
室
百
」
窃
)
に
「
母
年
四
月
中
、

五
ケ
村

3
役
人
士
宮
人
一
持
一
二
人
足
壱
人
宛
、
養
水
鏡
川
俊
ヒ
致
一
V

候
事
」
と
あ
り
、

行
事
浸
水
却
の
集
会
が
付
随
す
る
。
今
日
で
は
五
月
の
辰
ま
た
は
己
の
日
が
選

は
れ
、

当
蓄
に
あ
た
る
大
字
の
総
代
は

一
J

宿
廻
り
一
と
称
し
て
総
代
宅
に
他
大

{一γ
の
総
代
を
渠
め
て
饗
応
す
る
つ

「
宿
怨
り
」
は
辻
・
草
川
・
太
田
・
穴
締
・

品
一
古
昭
町
内

J

初
利
分
と
し
て
ニ
ケ
民
間
判
)
の
ロ
!
テ

l
ソ
ゲ
ョ
ン
を
年
ご
と
に

ノ
¥
ー
リ
か
え
す
の
で
あ
る
。
こ
の
行
事
は
い
わ
ば
番
水
開
始
の
宜
一
一
一
一
口
と
も
い
う
べ

き
も
の
で
‘
今
日
で
は
か
な
り
形
式
化
し
て
い
る
c

香
水
は
月
の
三
か
八
の
日
に
太
田
が
発
議
し
、
辻
が
こ
の
こ
と
を
他
付
に
連

結
し
て
「
札
ウ
二
L

一
を
行
な
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
川
下
し

- 6 

と
な
り
、
番
水
一
郎
(
品
清
水
)
に
は
上
郷
の
水
)
で
あ
っ
た
三
分
二
用
水
に
も
下
郷

の
権
利
が
加
わ
る
こ
と
に
な
る
。
「
札
立
て
↑
の
慣
行
は
奈
良
盆
地
で
は
他
に

布
留
川
の
一
の
井
一
幻
ご
竜
田
川
の
大
井
手
互
に
残
さ
れ
て
い
る
。
荘
園
領
主
の

統
制
下
に
あ
っ
た
中
世
に
は
蓄
水
は
吉
水
と
呼
ば
れ
、
豪
雨
の
た
め
河
水
が
混

濁
し
、
彼
蓄
に
な
っ
た
時
は
乱
水
と
呼
ば
れ
た
。

「
札
立
て
↑
は
「
大
乗
院
寺

「
八
日
ニ
札
立

U

け
ム
吐
祉
事
一
日
と
に
「
穴
瀬
川
水
五
月
廿
三
日
ニ
士
口
水
之
札
立
之
」

2f 

ア
ご
と
あ
い
リ

r

・
中
位
以
来
の
慣
行
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
現
在
は
通
常
六

月
へ
日
に
「
札
立
て
一
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
一
二
分
一
井
子
の
分
水
石
の
上
に

一
い
わ
せ
た
!
不
の
葉
が
汚
水
一
に
よ
っ
て
流
さ
れ
る
と
え
節
が
発
議
し
て
、

五
大
{
子
の

立
会
い
に
よ
り
破
蓄
が
宣
告
き
れ
る
。
一
二
分
二
用
水
の
配
水
は
先
ず
太
田
・
辻

-
亘
川
の
二
一
大
字
で
あ
わ
せ
て
二
日
、
次
に
き
野
内
二
日

(
近
世
は
備
後
・
初

利
で
そ
れ
ぞ
れ
一
日
)
、
市
一
一
パ
罰
一
日
の
順
序
で
番
水
ご
と
に
く
り
か
え
さ
れ
る
。
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中
世
の
配
水
は
「
羽
津
里
井
以
下
ノ
分
ト
三
輪
分
ト
ヲ
一
分
ニ
成
テ
、
次
第
ニ

取
之
」
亘
っ
て
い
た
か
ら
三
分
一
一
用
水
と
三
分
二
用
水
は
一
元
的
で
あ
っ
た
。

三
分
二
用
水
の
ロ

i
テ
l
ν

ョ
ン
が
今
日
の
よ
う
に
な
っ
た
年
代
は
明
ら
か
で

に
は
す
で
に
現
行
の
も
の
が
定
着
し
て
い

な
い
が
‘
慶
安
三
年
(
一
六
五

O
)

た
こ
と
を
次
の
史
料
は
示
し
て
い
る
。

乍
恐
言
上
仕
候

ま
い
ふ
く
(
巻
向
)
川
と
申
用
水
・
上
ハ
備
後
村
は
つ
り
村
あ
な
し
村
、
下

者
辻
村
太
田
村
草
川
村
六
ケ
村
と
し
て
用
水
内
わ
け
ニ
取
来
り
申
候
、
日
数

三
日
者
上
三
ケ
村
、
日
数
二
日
者
下
三
ケ
村
、
如
此
先
年
よ
り
取
来
り
申
候
、

〔
下
略
〕

慶
安
三
年
寅
五
月
十
九
日

辻

村

御

奉

行

様

草
川
村

太
田
村

(
桜
井
市
辻
.
辻
政
嗣
氏
所
布
文
書
)

番
水
開
始
の
立
札
(

三
分
二
用
水

辻
太
田
村

分

井
手

)
は
通
常
、

ク
ノ
木
井
手
(
柳
田
川
と
の
分
岐
点
)
‘
モ
リ
本
井
手
(
美
濃
川
と
の
分
岐
点
)

の
三
か
所
に
立
て
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
三
分
ニ
用
水
は
近
世
‘
水
郷

六
か
村
と
呼
ば
れ
た
今
日
の
五
大
字
の
水
で
、
こ
れ
ら
は
三
分
一
井
手
を
共
通

に
す
る
井
手
郷
集
団
事
を
形
成
し
て
き
た
。

集
団
内
に
お
け
る
大
字
聞
の
用
水
配
分
は
さ
ら
に
複
雑
で
、
三
分
一
用
水
と

ζ

し
み
ず

の
相
互
関
連
も
認
め
ら
れ
る
。
太
田
・
辻
両
大
字
閣
に
は
「
越
水
」
の
慣
行
が

あ
る
。
番
水
が
始
ま
っ
て
例
え
ば
三
の
日
で
は
最
後
の
二
時
間
分
(
翌
日
の
午

前
四
時

t
六
時
)
・
次
ぎ
は
例
え
ば
八
の
臼
で
は
最
初
の
二
時
間
分
(
午
前
六

大字別分水

村(大字) P長 番 水用田水面範積囲制白 (1ヶ分月水当率 日)(1町分当水時量間〕 備 考

太 出 1(3.8.13.18，23.28日) 1 7.5 2P9 3. 8 I ' nの各自交互

下 n (4.9.14.19，24，29白) にそれぞれ2時f占

辻 11 9.9 24/9 6.3 
ずつ辻から太田へ
越水

部』
草 111 11 1 0.6 2九 6 0 

分

J[ (5 .10)5.2O)5.~ 日〉 4 

29.2 

用 上 1V(6.11)6，21，26)日) 3 h  
日には三分ー用

水 7'i: 師 V (7.12.17.22，27.2日) 8.4 3 1/令 1 0.0 水と折半
部

計 75.6 1 9 ※ 6. 0 

箸 中 I - V 40.2 8 1/古 4. 9 

):割と1E芝2止E分世Jも二2の期42を6ι水2箸分と中配H 折分

2九芝 IV ' V 43.0 1.6 
用
水 計 83.2 1 1 ※※ 3. 2 

6.7.16.17.26 ，27日
は1/3分を箸中と芝

ぷ口入 計 1 58.8 30 4.5 
で， 2:8.その他D臼
は6:4(こ分配

表 2

36.7% 

-8-

※※ ※ 63.3 % 



時
J
八
時
)
の
水
を
辻
か
ら
太
田
へ
割
愛
す
る
も
の
で
高
丸
川
を
通
じ
て
配
水

さ
れ
る
。
こ
れ
は
辻
の
配
水
量
の
八
・
三
%
に
あ
た
り
.
比
較
的
水
に
恵
ま
れ

て
い
る
辻
か
ら
不
足
す
る
太
田
へ
の
導
水
で
近
世
初
頭
以
前
・
辻
と
太
田
が
一

村
を
な
し
て
い
た
時
代
の
名
残
り
と
も
受
け
と
れ
る
一
種
の
大
字
問
調
整
で
あ
る
。

一
、
二
の
自
に
は
巻
野
内
(
備
後
分
)
・
穴
締
両
大
字
分
に
あ
た
る
三
分
二

用
水
が
三
分
一
用
水
と
折
半
さ
れ
る
。
こ
の
日
に
は
三
分
一
井
手
に
堰
板
を
は

め
て
五
分
五
分
と
し
.
増
加
分
の
六
分
一
を
芝
に
譲
与
す
る
形
で
あ
る
。

二
の
日
の
水
は
「
期
日
‘
二
日
、
十
一
日
.
十
二
日
.
廿
一

B
.
廿
二
日
ハ
何

日
ニ
テ
ア
レ
岩
田
ニ
誠
之
」
事
と
し
て
中
世
以
来
、
特
別
に
配
慮
さ
れ
て
き
た
。

そ
の
後

て
二
日
の
水
が
い
か
な
る
経
過
を
辿
っ
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
.

現
行
の
配
分
は
芝
村
藩
で
あ
っ
た
備
後
c

穴
師
両
村
の
水
を
一
部
割
愛
し
て
同

じ
芝
村
藩
の
箸
中
・
芝
両
村
に
補
給
し
た
こ
と
に
始
ま
る
と
い
わ
れ
‘
同
一
藩

領
内
で
の
調
整
と
受
け
と
ら
れ
る
。
結
局
・
備
後
・
穴
踊
は
と
も
に
割
当
て
配

水
量
の
そ
れ
ぞ
れ
二
了
五
%
を
箸
中
・
芝
に
割
愛
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
て

二
の
自
の
水
は
他
の
日
の
水
と
同
様
、
全
体
の
二
O
%
を
高
田
川
に
分
水
し
た

後
、
残
り
は
箸
中
と
芝
で
折
半
さ
れ
る
室
。

六
.
七
の
日
の
水
は
三
分
一
の
水
量
の
う
ち
同
じ
く
二
O
%
を
吉
一
周
白
川
に
分

一
、
二
の
日
の
水
が
す

水
し
た
後
、
残
り
は
芝
の
み
に
配
給
さ
れ
る
。
中
世

べ
て
芝
に
分
配
さ
れ
て
い
た
償
行
の
形
式
を
変
え
て
の
名
残
り
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
る
。
配
水
の
な
い
箸
中
で
は
こ
の
目
、
巻
向
川
の
南
に
あ
る
町
村
町

の
水
を
放
流
し
て
こ
れ
を
補
う
わ
け
で
あ
る
。
桶
水
池
の
取
水
は
大
井
子
の
や

三
分
一
井
手
の
南
あ
た
り
で
巻
向
川
に
還
水
さ
れ
て
い

や
下
流
で
行
な
わ
れ
、

る
。
巻
向
川
に
沿
っ
て
箸
中
に
は
北
川
・
藤
ノ
森
・
前
川
(
宮
ノ
前
)
の
各
井

手
が
あ
り
‘
こ
れ
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
侃
域
の
水
田
を
濯
殺
し
て
い
る
。
こ
の

中
で
前
川
掛
り
の
九
の
水
は
そ
の
起
源
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
.

特
定
時
間
(
夜
水
)
に
芝
領
の
特
定
の
範
囲
の
濯
殺
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
下

流
に
位
置
す
る
芝
は
水
不
足
が
常
に
深
刻
で
そ
の
た
め
北
池
・
弁
天
池
・
西
池

-
新
池
等
‘
溜
池
が
多
く
築
造
さ
れ
た
。

一
、
二
の
日
の
水
は
上
流
に
位
置
す

る
箸
中
が
大
半
を
引
水
し
つ
く
す
た
め
.
芝
は
権
利
を
有
す
る
も
の
の
実
際
に

は
ほ
と
ん
ど
流
水
が
な
く
、
芝
に
と
っ
て
は
む
し
ろ
六
・
七
の
自
の
水
の
ほ
う

が
有
効
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
配
水
に
よ
り
分
水
率
(
一
か
月
当
り
日
)
を
計
算
し
て
み
る

と
、
一
二
分
二
用
水
は
六
三
・
三
%
、
三
分
一
用
水
は
三
六
・
七
%
と
な
り
‘
実

質
的
に
は
三
分
二
弱
、
三
分
一
強
と
な
っ
て
い
る
。
分
水
量
は
水
田
一
町
に
つ

い
て
一
か
月
当
り
三
分
二
用
水
地
域
で
六
時
間
、
一
二
分
一
用
水
地
域
で
三
時
間

と
な
り
、
三
分
二
用
水
地
域
が
優
位
に
あ
る
。
三
分
一
用
水
地
域
の
溜
池
は
そ

- 9ー

の
劣
位
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
大
字
ご
と
に
分
水
量
を
み
る
と
.

三
分
二
用
水
地
域
で
は
上
流
に
位
置
す
る
穴
師
亙
が
も
っ
と
も
恵
ま
れ
て
い
て

水
田
一
町
に
つ
い
て
一
か
月
当
り
一

0
時
間
.
も
っ
と
も
不
足
し
て
い
る
の
が

下
流
の
太
田
で
四
時
間
に
す
ぎ
な
い
(
表
2
)

。
草
川
で
は
烏
田
川
・
渋
谷
川

の
水
が
.
穴
師
で
は
岩
井
谷
川
の
水
が
そ
れ
ぞ
れ
三
分
二
用
水
に
付
加
さ
れ
て

い
る
。

五、

耕
作
者
別
の
時
副
都

番
水
制
度
の
配
水
方
法
と
し
て
特
色
あ
る
も
の
に
水
親
制
度
と
呼
ば
れ
る
耕

作
者
別
の
時
割
が
あ
る
。
こ
の
場
合
.
耕
作
者
単
位
に
自
己
の
耕
作
田
の
面
積

に
応
じ
て
比
率
を
定
め
て
配
水
す
る
わ
け
で
、
配
水
率
は
歩
合
に
よ
っ
て
表
現

す
る
。
多
く
の
場
合
・
同
一
耕
作
者
の
水
田
と
い
え
ど
も
散
在
し
て
い
る
の
が
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普
通
で
あ
る
か
ら
、
耕
作
者
は
そ
れ
ぞ
れ
割
当
て
ら
れ
た
時
閣
帯
の
中
で
自
己

の
耕
作
田
へ
の
引
水
を
は
か
る
こ
と
に
な
る
。
耕
作
者
を
連
ね
て
ま
と
め
ら
れ

た
ブ
ロ
ッ
ク
に
は
そ
れ
ぞ
れ
番
頭
ハ
水
親
が
い
て
、
内
部
配
水
を
管
理
、
調
整

す
る
。
こ
の
よ
う
な
蓄
水
方
法
は
奈
良
金
地
で
は
本
地
域
の
ほ
か
.
奈
良
市
の

鹿
野
園
(
袋
、
白
一
毒
寺
、
田
原
本
町
の
阿
部
田
(
千
代
、
現
在
治
減

)
(
9
・
天
理
市

の
渋
谷
蛮
等
に
み
ら
れ
る
。
巻
向
川
筋
で
今
日
、
緋
作
者
別
の
時
制
約
が
実
指
さ

れ
て
い
る
の
は
太
白
・
巻
野
内
・
穴
部
・
箸
中
(
北
川
筋
・
前
川
筋
・
高
田
川

筋
)
で
あ
る
。
首
一
早
川
で
は
大
正
末
年
(
日
了
早
魅
時
に
一
時
実
施
し
た
こ
と
が
、
あ

る
と
い
わ
れ
る
(30
本
橋
で
は
箸
中
の
北
川
筋
と
塗
野
内
の
タ
イ
プ
の
異
な
る

二
つ
の
事
例
を
と
り
あ
げ
て
み
た
い
。

箸
中
で
は
井
手
を
翼
、
に
す
る
川
筋
ご
と
に
耕
作
者
別
の
時
割
が
組
織
化
さ
れ

て
い
る
。
北
川
筋
で
は
一
田
町
九
反
三
畝
二

O
歩
の
水
田
が
一

一
プ
ロ
ァ
ク
に

区
分
さ
れ
、
平
均
一
町
三
反
六
畝
が
一
ブ
ロ
ッ
ク
(
番
逗
)
に
ま
と
め
ら
れ
て

い
る
。
プ
ロ
ブ
ク
は
耕
作
反
別
の
大
小
を
組
み
合
せ
て
平
均
化
さ
れ
.
そ
れ
ぞ

れ
の
プ
ロ
ァ
ク
内
で
も
っ
と
も
耕
作
田
を
多
く
所
有
し
て
い
る
も
の
が
喜
一
環
と

な
る
。

一
ブ
ロ
ッ
ク
当
り
の
配
水
は
八
時
間
で
あ
る
か
ら
一
反
当
り
の
配
水
涛

間
は
三
五
分
程
度
と
な
る
。
配
水
、
一
を
割
当
て
ら
れ
る
水
沼
は
地
主

F

宮
山
乙
ま
と

め
ら
れ
‘
も
し
耕
地
に
移
動
が
生
じ
た
な
ら
ば
毎
年
、
修
正
さ
れ
る
c

こ
心
よ

う
に
し
て
編
成
さ
れ
た
ブ
ロ
ッ
ク
の
配
水
順
序
は
年
ご
と
に
玉
く
と
に
よ
っ
て

決
定
さ
れ
る
。
巻
野
内
・
太
田
・
穴
師
の
よ
う
に
記
水
が
建
水
に
設
定
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
仕
付
水
・
養
水
と
も
に
そ
の
対
象
と
な
っ

て
い
る

(表
3

・
国
5
)

。

巻
野
内
は
近
世
に
は
備
後
c

初
利
の
両
村
か
ら
成
り
、
別
系
統
の
水
利
短
識

を
有
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
今
日
で
は
一
本
化
し
て
い
る
。
領
域
内
の
市
川

白
面
積
は
二
九
町
九
反
二
款
三
歩
、

う
ち
三
分
二
用
水
地
域
は
八
二

円
、
/
唱
こ

i

J

(

l

 

あ
た
る
二
七
町
七
三
六
畝
二
八
歩
で
あ
る
。

二
一
分
二
用
水
地
域
の
ほ
か
は
玉
池

掛
り
と
鳥
田
川
の
鬼
取
井
手
掛
り
で
あ
る
。
巻
野
内
三
分
二
用
水
地
域
の
水
田

は
四
ブ
ロ
ッ
ク
に
、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
が
四
つ
の
小
ブ
ロ
ッ
ク
に
区
分
さ
れ
て
い

る
。
一
プ
ロ
ブ
ク
ヘ
番
組
)
の
平

i

均
は
六
町
二
反
で
、
も
っ
と
も
耕
作
田
を
多

く
所
有
し
て
い
る
も
の
が
そ
れ
ぞ
れ
の
番
頭
と
な
っ
て
い
る
塁
。

一
プ
ロ
ソ
ク

当
り
の
配
水
は
一
二
時
間
で
あ
る
か
ら
一
反
当
り
の
配
水
時
間
は
四

O
分
程
度

と
な
る

G

こ
こ
で
は
配
水
率
は
歩
合
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
。

ご

時

」

は

一
巧
閣
で
あ
る
が

A

つ毛

例
え
ば
一
時
七
分
三
一
漫
は
三
時
閣
二
八
分
程
度
と
い
う
こ

と
に
な
る
つ
き
野
一
内
一
領
域
内
で
の
耕
作
者
の
う
ち
四
四
%
は
穴
節
・
辻
・
箸
中

よ
り
の
人
作
者
で
、
い
ず
れ
も
緋
作
目
が
比
較
的
小
で
あ
る
。
配
水
順
序
は
経

営
面
積
の
L

人
小
心
ぶ
一
J

て
決
め
ら
れ
る
か
ら
こ
れ
ら
入
作
者
は
き
わ
め
て
不
利

- 11 

な
立
場
に
お
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
配
水
を
割
当
て
ら
れ
る
水
田
は
こ
こ
で
は

第
一
巾
の
辻
川
筋
?
と
異
な
り
地
主
、

小
作
を
問
わ
な
い
。
明
治
末
年
一
頃
ま
で
は
や

は
り
地
主
蛍
ー
位
の
配
水
ぷ
行
な
わ
れ
て
い
た
が
，
小
作
の
比
率
が
高
い
こ
と
も

あ
っ
て
地
元
有
力
者
に
よ
る
提
案
が
具
体
化
さ
れ
て
現
行
の
よ
う
に
な
っ
た
と

い
わ
九
る

3
3
現
在
‘
配
水
は
養
水
の
み
に
間
限
定
さ
れ
て
い
る
が
、
か
つ
て
は

喜
市
市
北
山
川
詰
弓
味
、

仕
付
水
も
そ
の
対
象
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

(十一衣

4

問

4
)

う

」
の
よ
う
な
的
作
活
川
刊
の
一
時
割
は

乏
水
性
の
小
河
川
に
依
存
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
一
一
間
決
地
や
台
地
に
お
ヴ
る
水
利
組
織
と
し
て
形
」
は
き
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
配
水
ヨ
水
田
一
川
佼
ご
と
に
妻
、
砲
さ
れ
る
か
ら
、

通
水
過
程
に
お
け
る
珍
一

一
斉
一
も
沼
わ
う
て
ト
ト
量
の
上
で
の
ロ
ス
が
大
き
い
わ
け
で
あ
る
。
下
流
一
に
引
水
き

れ
た
と
呂
、
プ
っ
と
次
に
は
t

仁
流
に
引
水
き
れ
る
と
い
っ
た
具
合
に
流
れ
は
常
に



表 4 弓分一用水時8'J(巻野内 昭和 38年九 1963>)

書量i箆家 順 容合 用水範樹 巻之内領内
~ 

2 

(時分程) 水図面i鎖倒 水田総面積尉

(Ci. I 17 3 5 100 5 1.00 

(?) 2 1.10 32.1 0 342 7 

(3) 3 o 7 4 21.25 2 1.25 

A I~) 4 o 4 9 1 4.1 3 1 4.1 3 

(5) 5 0.4 7 13.26 1 3.26 

I~I. 6 o l! 0 23.22 32.08 

計 5.3 3 1 57.06 16809 

じJ 1 1 97 58.00 58.00 

(芦) 2 1.1 3 3328 33.2 l! 

/弘 3 0.72 21.11 21.11 

B IAlI， 4 0.48 1 4.06 1 4.06 

パ¥. 5 0.55 1 6.05 3 2日。
Q~ 6 0.52 1 5.09 1 5.09 

A， 7 0.33 9.28 9.28 

gt 5.7日 168.27 1 84.22 

d事 1 1. 7 7 5200 52.00 

i民 2 103 30.10 3010 

c I q事) 3 0.75 22.00 22.00 

@4  0.71 20.29 20.29 

!l8) 5 0.56 1 6.1 6 23.1 9 

@ 6 034 10.00 1000 

計 51 6 1 5 1.25 1 58.28 

初11 1.62 47.20 4 7.20 

~ì) 2 111 32.20 32.20 

DI~切
088 26.03 26.03 

(}.4 3 1 224 1 2.24 

ゐ告4 6 5 
(}.3 4 1 0.00 1 0.00 

0.5 3 1 5.1 9 1 5.1 9 

聖母 7 035 10.07 20.07 

計 5.26 1 55.03 165.03 

国・ 1 335 981 5 98.15 

同 z 1 58 46.1 5 46.1 5 

AII!!.() 3 025 7.1 5 7.1 5 

@4  0.1 7 5.00 1 0.1 3 

計 5.35 1 57.1 5 1 6228 

!3U 1 3.28 96.1 5 96.15 

BZ; 
1.52 4425 44.25 

0.18 5.22 5.22 

合込 4 0.1 9 5.2 5 5.25 

@~ 5 o 1 0 3.00 3.00 

~t 5.2 7 1 5 5.2 7 1 55.2 7 

A凶hz l 
206 60.20 60.20 

1.56 45.2 8 54 I 2 

公 3 0.53 1 5.2 0 1 5.20 

cl 1.II!. 4 0.40 1 120 1 1.20 

la 5 o 1 6 42 8 4.28 

lili ti 0.46 1 3.20 21.02 

計 5.1 7 1 52.1 6 168.12 

⑫ l 2.47 7220 72.20 

窓; 0.52 1 5.1 2 1 5.1 2 

0.21 6.07 6.07 

D 句事 4 1.43 42.00 42.00 

総 5 0.36 1 0.28 1 0.28 

性司 6 0.1 4 4.0 5 38.23 

計 5.1 3 151.12 1 86.00 

( Jfl作 Ll自小作 /¥小作 e 番頭

l時は 2時間、 I反につき 3分 4J里(40分間)

所属

穴廊

• 

穴師

n 

H 

箸中

穴師

辻

穴師

u 

穴師

穴富市

" 

穴鯨

辻

穴E申

辻

-12-

悔い 1 1.60 l 7.05 47.05 

4a 2 1.05 30.29 30.29 

4弘 3 0.82 24.0 7 24.07 
A 4込 4 0.32 9.1 9 9.19 

@ 5 0.88 2 5.2 9 2 5.2 9 

毒事 6 0.59 1 7.10 1 7.10 

計 5.26 1 55.09 1 55.09 

A4主
1.60 4 707 4 7.07 

1.00 29.1 7 29.1 7 

B塁: 0.92 27.05 27.05 

1.18 3 4.2 1 342 1 

⑮ 5 0.37 1 028 1 0.2 8 

3 計 5.07 1 49.1 8 1 49.1 8 

金A色 2I 
1.58 4620 4 6.20 

0.92 27.05 27.05 

clI@ 3 090 2620 26.20 

塁; 。74 2 1.28 2210 

0.75 2206 22.06 

~6 0.46 1 3.21 2913 

S十 5.35 1 58.10 1 741 4 

@;) 1 2.1 2 62.1 0 62.10 

@ 2 1.36 40.00 4000 

DI@  3 0.83 24 1 4 36.01 

塁; 0.66 19.1 5 1 9.1 5 

0.33 9.26 9.26 

~t 5.30 1 56.0 5 1 67.22 

⑮・ 1 2 1 8 64.0 5 6 4.0 5 

@ 2 0.54 1 6.0 1 1 6.01 

固 3 1.1 5 34.00 34.00 

AI!  ; 

0.65 1 9.05 1 9.05 

0.31 9.1 0 9.10 

⑮ 6 0.29 8.1 5 8.1 5 

@7  0.06 1.1 9 1.19 

計 5.18 1 5 2.2 5 1 52.25 

回 1 2.4 1 70.25 70.25 

B塁; 1.34 39.1 H 39.1 H 

0.68 20.04 38.15 

⑧ 4 0.64 18.25 18.25 

⑧ 5 0.05 1.15 1.15 

4 計 5.1 2 1 50.27 I 6 9.0 8 

塁; 2.33 68.1 7 68.1 7 

1.35 39.2 7 39.2 7 

C ⑧ 3 0.68 20.00 20.00 

塁; 0.43 1 2.22 1 2.22 

0.40 1 1.28 25.06 

計 5.1 9 1 53.04 1 66.12 

⑧ I 2.16 63.22 63.22 

⑧ 2 1.25 36.20 3620 

D ⑧ 3 0.63 1 "8.1 5 1 8.1 5 

塁; 0.61 1 8.05 1 8.05 

0.45 1 3.07 I 3.07 

計 5.10 1 50.09 1 5009 

メE当=、， 計 2476.28 2636.06 
(24.00) (2 880.00) 

二分ー用水外の水田面債 355.2 7 

総 計 2 992.0 3 

( )内は可能な歩合および灘積面積

C r三分ニ用水割媛大字巻野内」による)

穴防

ff 

穴邸

箸'P

穴腕

n 

(/ 

穴臨

9 

n 

辻

穴師

n 

u 

n 

穴師

辻

穴師

穴節

辻

穴締

穴隠

P 



一一一一一一ー一字境界

同 6 巻野内の番組別配水(昭和 38年<19時3>)

C i三分二用水割帳大字巻野内」によるJJ 
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一
定
せ
ず
臼
コ
し
の
静
作
自
の
近
く
に
導
水
さ
れ
て
い
て
も
次
に
こ
れ
を
利
用
で

き
る
と
は
限
ら
な
い
わ
け
で
あ
る
。
と
く
に
規
模
の
小
さ
い
耕
作
者
は
割
当
て

持
閉
が
き
わ
め
て
短
い
た
め
実
質
上
は
引
水
が
不
可
能
な
こ
と
さ
え
起
っ
て
く

「
刀
、
干
ア
ゲ
」
(
設
と
称
す
る
見
込
み
導
水
は
こ
の
よ
う
な
条
件
の
中
か
ら

る。生
み
だ
さ
れ
た
農
民
の
知
恵
で
あ
ろ
う
c

耕
作
音
別
の
時
割
の
起
源
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
が
‘
天
理
市
渋
谷
に

の
こ
る
「
か
ま
と
き
川
定
水
番
水
割
付
辰
』

(
亨
保
一
二
年
八
一
仁
二
七
〉
)

に
よ
っ
て
現
在
、
実
施
さ
れ
て
い
る
時
割
が
そ
の
時
代
以
来
の
も
の
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
車
。
巻
向
川
筋
の
地
域
に
関
し
て
は
過
去
の
状
態
は
わ
か
ら
な
い

が
、
記
水
組
織
が
確
立
さ
れ
て
い
る
状
況
や
土
地
で
の
一
言
い
伝
え
等
か
ら
推
し
て

少
く
と
も
中
世
末
に
は
現
行
の
も
の
に
近
い
時
割
が
す
で
に
実
抱
さ
れ
て
い
た

の
で
は
な
い
か
と
忠
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
奈
良
盆
地
全
ほ
を
ふ
ま
え
て

今
後
‘
調
査
、

研
究
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ
る
こ
と
に
は
畑
違
な

い
で
あ
ろ
う
。

結

語

(
①
巻
向
川
扇
状
地
の
水
田
化
は
大
井
子
に
よ
る
分
水
に
依
存
し
て
い
る
。
き
向

川
は
水
量
が
乏
し
く
‘
し
か
も
こ
れ
を
利
用
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ

か
ら
特
色
あ
る
番
水
制
度
が
と
ら
れ
て
き
た
。

川
叫
ん
・
山
線
と
地
域
的
に
累
積
す
る
水
郷
は
水
利
と
い
う
芙
際
的
な
効
用
の

も
と
に
一
二
輪
郷
の
一
部
を
含
め
て
そ
の
枠
組
を
留
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。
中

世
に
は
配
水
地
域
が
屈
に
拡
大
し
て
い
た
可
能
性
が
強
い
。

(
ぷ
現
行
の
水
利
組
織
が
確
立
し
た
の
は
中
世
末
と
考
え
一
ら
れ
、
そ
の
際
.
そ
れ

ま
で
の
水
利
湿
織
が
再
編
成
さ
れ
た
と
う
け
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
再
編
成

に
際
し
一
認
、
旧
組
織
が
地
位

dJ
さ
れ
た
点
が
認
め
ら
れ
る
c

④
耕
作
者
別
の
時
割
は
特
異
な
慣
行
で
、
そ
の
起
源
に
関
し
て
は
明
ら
か
で
な
い

が
、
水
利
組
織
再
編
成
の
中
世
末
に
は
現
行
に
近
い
方
法
が
と
ら
れ
て
い
た

の
で
は
な
い
か
と
邑
わ
れ
る
c

(
⑤
地
一
域
変
化
に
と
も
な
い
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
水
利
構
造
も
次
第
に
過
去
の
も

の
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。
市
町

γ

糾
と
と
も
に
水
利
慣
行
等
を
後
位
に
伝
え
る

方
途
が
望
ま
れ
る
。

〉主
萩
百
小
竜
夫
一
“
中
世
祭
紅
組
織
の
研
究

吉
川
弘
文
館

一
九
七

曲
目
中
沼

土

L
F

五
-
四
一
五

t
四
一
六
百
H

つ

水
津
一
期
『
社
会
集
団
の
生
活
空
間
ー
そ
の
社
会
地
理
学
的
研
究
l

」
大

明
堂

一e
甘
い
六
ム
ル
・

三
三
八
J
一一一回

O
頁

3 

宝
口
け
圭
五
口
『
中
世
濯
持
品
市
町
一
の
研
究
」
畝
傍
喜
一
対

JL 
7工

υ 

二
三
四
百

、土

中
村
士
口
治
「
中
位
社
会
の
研
究
」
河
出
主
百
五
巧

七

九

ノ九

七
五
頁

( 

" 3 
) 

荻
原
老
夫
了
予
科
と
宮
康
」

一
九
六

「
水
利
科
学
』
三
四

( 

り

ム
人
三
橋
町
史
一
端
渠
委
員
会
づ
大
三
日
南
町
中
一
」

一
九
五
九
、

一
五
二

J

一
五

四百円

(ヱ

三
二
一

t
二
一
二
四
民

時rJ

渇

す
)

/¥ 

ノ、

J
八
六
七
一
民

ω 

日
司t

?
 

9 

堀
内
義
的
唆
「
奈
良
盆
地
誌
威
一
扇
状
認
に
於
げ
る
横
井
戸
沼
流
の
研
究
」
「

人
女
地
理
』

。

一
7
L
r門
」

寸
ι

丸、

一

1
7
7」
/

一~ 1 4 ー←



E 

堀
内
義
隆
「
奈
良
県
大
正
村
櫓
原
に
お
け
る
水
利
慣
行
と
農
村
構
造
」
『

一
九
五
六

地
理
学
評
論
』
二
九

l
六

lJ. 

堀
内
義
隆
「
奈
良
盆
地
に
於
け
る
水
利
慣
行
と
村
落
構
造
|
奈
良
市
鹿
野

『
人
文
地
理
』
六

l
六・

薗
の
場
合

l
」

一
九
五
五

)g. 

拙
稿
「
水
利
集
団
の
形
成
と
水
利
構
造
!
大
和
国
忍
海
郡
も
ど
川
筋
の
場

合
!
」

『
人
文
地
理
』
二
六

l
四

一
九
七
四

l主

奈
良
県
教
育
委
員
会
『
奈
良
県
遺
跡
地
図

第
二
分
冊
」

九
七

よ
れ
ば
、
石
(
切
)
塚

径
約
三
五
円

ホ
ケ
ノ
山
古
墳

長
約
八
五
円

後
円
部
径
約
六

O
m等
が
あ
る
。

l生

石
野
博
信
「
奈
良
県
纏
向
遺
跡
の
調
査

i
三
輪
山
麓
に
お
け
る
古
墳
時
代

一
九
七
二

前
期
集
落
の
問
題

l
」

『
古
代
学
研
究
』
六
五
、

l呈

末
尾
至
行
「
奈
良
県
の
水
車
ー
そ
の
機
能
分
析
!
明
治
前
期
資
料
『
水
車

調
』
に
よ
る
水
力
開
発
日
利
調
の
実
証
的
研
究
凶
」

五
、
一
九
六
七

『
人
文
地
理
』

一
九

l

l亘

大
三
輪
町
史
編
集
委
員
会
『
大
三
輪
町
史
』

一
九
五
九
、
三
一
九

t
三
二

O 
頁

E 

薫
「
穴
師
神
社
の
一
考
察
」

井
上

「
近
畿
古
文
化
論
玲
』

一
ム
九
六

四
五
一

t
四
七
八
頁

~ 

『
穴
師
坐
兵
主
神
社
由
来
書
』

(
大
和
志
料
)

柳
本
郷

i
柳
本
(
柳
本
・
下
長
岡
・
上
長
岡
・
北
別
所
・
南
別
所
・
山
田

l丘
、、ノ

渋
谷

m 

三
輪
郷

l
三
輪
(
馬
場
・
高
宮
・
薬
師
堂
・
上
市
・
下
市
e

新
町
)

中
・
芝
・
茅
原
・
金
屋
(
本
郷
一

O
村
)

-
大
泉
・
東
竹
間
・
大
西
・
江
包

豊
前
日

(
東
田
)

-
上
ノ
庄
・
戒
重
・
大
福
・
東
新
堂
・
西
ノ
宮
・
新
屋

敷
e

粟
殿
・
川
合
。
谷
。
外
山
・
赤
尾
・
忍
板
・
慈
恩
寺
・
脇
本
・
黒
崎
・

竜
谷
・
岩
坂
(
余
郷
二
三
村
)

z 
森
屋
郷
!
伊
与
戸
・
笠
形
・
大
木
z

平
田
・
東
井
上
・
西
井
上
・
大
安
寺

事

-
阪
手
。
蔵
堂
a

為
川
南
方
。
為
川
北
方
・
金
沢
・
遠
田
・
槍
垣
・
千
代

『
大
和
国
式
上
郡
辻
村
指
出
明
細
帳
』
(
宝
暦
一
三
年
八
一
七
六
三

V
)

(
桜
井
市
辻
、
辻
政
嗣
氏
所
石
J

)

l乙

拙
稿
「
近
世
に
お
け
る
山
割
に
関
す
る
歴
史
地
理
的
研
究
|
奈
良
盆
地
東

北
縁
の
鉢
石
山
の
場
合

l
」
『
奈
良
大
学
紀
要
』
二
、

事

九
七

2呈

大
三
輪
町
史
編
集
委
員
会
『
大
三
輪
町
史
』

一
九
五
九

一
三
八
頁

事

原
田
敏
丸
「
大
和
に
お
け
る
近
世
の
山
割
史
料
」

『
徳
川
林
政
史
研
究
所

研
究
紀
要
』

一
九
七

O
(
昭
和
四
五
年
度
)

z2. 

延
宝
年
間
(
一
六
七
三

1
八
二
の
も
の
と
思
わ
れ
る
記
録
(
桜
井
市
辻

- 15-

-
辻
政
嗣
氏
所
有
)

(
明
治
一
五
年
八
一
八
八
二

V

に
も
『
為
取
替
証
書
』

)
に
も
鎌
数
辻
村
二

O
、
大
豆
越
村
一
五
、
巻
野
内
村
一
九
(
備
後
村
一
二
、

初
利
村
七
)
、
穴
師
村
一
二
、
草
川
村
七
、
太
田
村
一
二
、
東
田
村
一
三
・

槍
垣
村
二
一
二
、
計
三
二
と
あ
る
。

?:L 

『
巻
向
山
錠
ニ
付
相
定
申
一
札
之
事
』

(
延
亨
元
年
八
一
七
四
回

V
)
四

月
(
桜
井
市
辻
、
辻
政
嗣
氏
所
有
文
書
)

(葛(忽

『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』

(
文
明
一
九
年
八
一
四
八
七

V
六
月
七
日
)

J2 

渡
辺
澄
夫
『
増
訂
畿
内
圧
圏
の
基
礎
構
造

一
九
六
九

上
』
吉
川
弘
交
館

八
一

t
一
O
八
頁

箸

『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』

(
寛
正
三
年
八
一
四
六
二

V
四
月
一
五
日
)

~ ~ 

「
治
部

自
国
主
織
新
巻
文
之
事
』

(
天
文
二
年
八
一
五
三
三

V
一
一
一
月

目

、--

(
桜
井
市
辻
、
辻
政
嗣
氏
所
有
文
書
)



if 

『
大
和
国
郷
帳
』

〈
大
和
志
料
)

(
寛
永
一
六
年
八
一
六
三
九

V
)
(奈
良
県
立
図
書
館
)

(
元
禄
一
五
年
八
一
七

O
二

V
)

さ生

『
大
和
国
郷
帳
』

軍

(
文
明
一
九
年
八
一
四
八
七

V
五
月
二
四
日
)

『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』

電

土
地
で
は
今
日
.
巻
向
川
の
北
を
穴
姉
山
、
南
を
巻
向
山
と
呼
ん
で
い
る
。

入
会
山
と
し
て
の
巻
向
山
は
両
者
を
含
む
。

宣

『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』

(
延
徳
四
年
八
一
回
九
二

V
四
月
晦
日
)

塞

『
為
取
替
証
書
』

(
明
治
一
五
年
八
一
八
八
二

V
)
第
三
五
条

事

明
治
九
年
八
一
八
七
六
〉
備
後
・
初
利
が
合
村
し
て
巻
野
内
と
な
っ
て
以

後
、
水
郷
五
ケ
村
と
な
る
。

40 

喜
多
村
俊
夫
。
堀
内
義
隆
「
大
和
に
於
け
る
こ
つ
の
特
殊
な
濯
減
用
水
権

と
こ
れ
を
廻
る
村
落
社
会
構
造
の
特
性

i
布
留
川
筋
の
田
村
と
広
大
寺
池
の

稗
田

l
」

『
新
地
理
』
四

l
六

t
七、

一
九
五
五

a 

堀
内
義
隆
・
大
山
徹
真
「
奈
良
県
平
群
谷
の
濯
銃
水
利
に
つ
い
て
」

文
地
理
』

一
二

i
六、

一
九
六

O

互

『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』

(
文
明
一
九
年
八
一
四
八
七

V
六
尽
一
七
日
)

G 
45 

(
文
明
一
九
年
八
一
四
八
七

V
六
月
七
日
)

前

掲

4品

堀
内
義
隆
「
奈
良
盆
地
に
お
け
る
水
利
集
団
の
分
布
と
水
利
秩
序
に
つ
い

て
」
『
地
理
学
評
論
』
四
三
!
三
.
一
九
七

O

七
、
八
月
の
三
一
日
は
つ
二
、
六
.
七
以
外
の
日
と
同
じ
よ
う
に
配
水

董
さ
れ
る
。

fI 

穴
師
領
の
水
田
は
珠
城
山
丘
陵
の
南
と
北
に
ま
た
が
っ
て
い
る
。
丘
陵
の

北
を
北
田
、
南
を
前
田
(
三
分
二
用
水
地
域
)
と
呼
び
.
北
田
と
南
国
の
割

合
は
三
対
二
で
あ
る
。

事

堀
内
義
隆
「
奈
良
盆
地
に
於
け
る
水
利
慣
行
と
村
落
構
造

l
奈
良
市
鹿
野

圏
の
場
合

l
」

「
人
文
地
理
』
六
!
六

一
九
五
五

a 

大
三
輪
町
史
編
集
委
員
会
『
大
三
輪
町
史
』

一
九
五
九
、
八
六
五
頁

車

天
理
市
史
編
纂
委
員
会
『
天
理
市
史
』

一
九
五
八
、
二
三
六

t
二
三
七
頁

~ 

「
奈
良
県
気
象
災
害
史
』
養
徳
社

一
九
五
六

に
よ
れ
ば
大

青
木
滋

正
一
三
年
(
一
九
二
四
)
六
耳

t
八
月
の
皐
魁
で
あ
ろ
う
。

密室

桜
井
市
草
川
、
豊
田
敏
雄
氏
談

巻
野
内
の
時
割
表
(
昭
和
三
八
年
八
一
九
六
三

V
)
に
よ
れ
ば
、

反
l乙

っ
き
三
分
四
震
と
あ
る
。
こ
れ
は
約
四

0
分
間
に
あ
た
る
。
し
た
が
っ
て
こ

れ
に
よ
っ
て
計
算
す
る
と
一
プ
ロ
ッ
ク

(
番
組
)
当
り
一
二
時
間
の
配
水
可

能
面
積
は
七
町
二
反
と
な
り
、

四
八
時
間
(
二
日
)
の
全
配
水
可
能
面
積
は

二
八
町
八
反
と
な
る
。

富

桜
井
市
巻
野
内
、
井
上
佳
肴
氏
談

居『

人

窃

水
の
流
れ
に
要
す
る
時
聞
を
見
越
し
て
そ
の
時
間
分
だ
け
早
自
に
自
己
の

耕
作
田
に
引
水
す
る
意
。

56" 

天
理
市
史
編
纂
委
員
会
『
改
訂
天
理
市
史

下
巻
」

一
九
七
六

一一一ムハ

頁な
お
、
本
稿
は
歴
史
地
理
学
会
(
一
九
七
六
年
第
一
九
回
大
会
)
で
「
大
和

国
穴
師
郷
の
地
域
構
造
」
と
題
し
て
発
表
し
た
も
の
を
、
そ
の
後
訂
正
加
除

し
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
作
成
の
た
め
ご
協
力
を
頂
い
た
地
元
各
位
に
心
か

ら
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。
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The Yamato圃 no-kuniAnashigo and the Irrigation 
System io the Basin Along the Makimuku River. 

Kiyotaka Nozaki 
The Makimuku River which flows do~￥n the slope s of 

Mt. Makimuku and Mt. Miwa is a short stream with a 
sm邑11volume of water as is common with all other streams 
and rivers io the Nara Basin. 

At the point whe~e the MakimuKu Rivさrleavさsthさ moun-
tain slopes審墨n 墨lluvialf邑nhaョ bきをnformed. And the 
paddy fields have bさ雪白こultiva士きdon it 碍ith礎 ater
flowing irom Oide. 

A.t S.主nbuichIde雪 downstr号郡司:fromOid空審 the scanty 
watきrsupply is divided intつ七討会予邑t士sio t訟をt:<uio2 1穿

孟nd115 sent toξ 晶chco践mune. きachfarr冨εrof thき com圃

E主unきsgets w孟士号zin tEZZIE， 主こζordingto a tim老 事こhed-
ul君安 苦手hic:hwas こa11edBansui. n主宰 Eぜ孟yof Bansui has 
b会合n kept 五phきZさ :for a long ti訟を because the ，￥ater 
supoly has been sc孟ロty.

It s雪合msth邑tthさ pres君ntirrigat iつnsystem was 
きshblished in thを lothCentury，七hさ endof録iddlき

Ag空. The olde r system 聖~as cha捻さをd 孟ndrecognizきdagain 
i 主主toa new 斑品士吉rsyst告7詰. The h舎adman of 告achcommune， 
七hさ Mizuoya，sup告rvises the division o:f watさrand its 
L誌を fcr irrigahon. This sys七をmof di viding ~曹 ater

among the f arr震を1:5is call宕dToki宮lizu. It's a vξry 

uτliqu竺 こustom多 but its origin i5 not c工さa:r.I t 畠e竜霊感S

to t主主vebき芸uo 呈1so...t the 告すldof Middle Aさe. It零 sa 
char品cteris七icc.f 品re孟s.....i th sca!主主y 督墨ter 墨upplythat 
such a wast εful system as To孟imizuis now going 00. 
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